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「森の芸術祭 晴れの国・岡山」関連事業を実施します！ 

 

「森の芸術祭 晴れの国・岡山」実行委員会では、来年秋の芸術祭の開催に向け、機運

醸成や芸術祭を盛り上げるための取組を次のとおり実施しますので、お知らせします。 

 

記 

 

１ シンポジウム  ※チラシ参照 

地域の機運醸成と芸術祭の全国的な認知度向上を図ることを目的に、シンポジウムを

開催する。 

（１）日時   

令和５年１２月３日（日) １３：３０～１５：２５ 

（２）場所 

ザ・シロヤマテラス津山別邸「コンベンションホール鶴山」 

（津山市山下 30番地１） 

（３）内容・出演者 

＜第１部＞パネルディスカッション  

テーマ「森の芸術祭は地域に何をもたらすのか」 

    伊原木 隆太（「森の芸術祭 晴れの国・岡山」実行委員会 会長） 

長谷川 祐子（アートディレクター） 

和田
わ だ

 優
ゆう

輝
き

（㈱和田デザイン事務所代表） 

＜第２部＞トークセッション 

テーマ「“森”の魅力とアート」 

    長谷川 祐子 

森山
もりやま

 未來
み ら い

（俳優／ダンサー） 

（４）募集期間・申込方法 

   令和５年１０月１３日（金）～１１月２４日（金） 電子申請又はＦＡＸでの受付 

（５）申込先 

「森の芸術祭 晴れの国・岡山」実行委員会事務局（岡山県観光課内） 

（６）定員 

   ２５０人 ※先着順 

 

お 知 ら せ 



２ トークイベント 

  アート作品設置５市町において、長谷川祐子アートディレクターが地元関係者やまち

づくり関係者、一般参加者等と交流を図りながら、各地域の印象や作品の展開などにつ

いて語るトークイベントを開催する。 

（１）時期・場所 

    令和５年１２月２日（土） 奈義町現代美術館（奈義町豊沢 441） 

   ※津山市、新見市、真庭市、鏡野町会場は令和６年２～３月で調整 

（２）参加者 

   作品展示会場関係者、地元観光・文化関係者、まちづくり関係者、町内会、市町村

職員、一般参加者 等 各会場３０名程度  ※一般参加者は別途募集 

 

３ 森の芸術祭特製パフェの開発 

 県北部の食の魅力を発信するため、開催エリアの特産品を使用したパフェを新たに開

発・レシピ化する。なお、今年度はプレイベントとして試行的に限定販売し、来年度の

芸術祭本番において、エリア内のカフェ等にレシピを提供し、広く展開する。 

（１）開発者 

鈴鹿
す ず か

 成年
なりとし

 氏  

   【プロフィール】 

美咲町出身。33歳。岡山県立津山東高等学校食物調理科卒業。 

株式会社シュゼット・ホールディングス（兵庫県西宮市）勤務。 

本年１月、フランスリヨンで開催された「第 18回クープ・デュ・モンド・ 

ドゥ・ラ・パティスリー」において、鈴鹿氏がリーダーを務める日本チーム 

が世界第１位に輝く。 

（２）開発したパフェ（一例） 

   岡山のぶどうを使用し、季節の廻り、儚さをイメージ。 

温かいソースをかけることで、特別なライブ感を味わえる一品 

（３）今年度の販売 

販売場所：THE HILLS HOUSE TSUYAMA（ザ・ヒルズハウス 津山） 

（津山市大田 831） 

販売期間：令和５年１０月１９日（木）～１２月中旬  

（４）鈴鹿氏のコメント 

   「今回のパフェは岡山県北の素材を使用し、岡山の恵みの多さを感じていただける

ようにと思い作らせていただきました。見て楽しむ、ライブ感を楽しむ、食べて楽

しむ。そんなパフェでお客様の想い出の一ページに刻んでいただきたいと思います！」 

（５）メディア向け試食発表会 

 ① 日時 

   令和５年１０月１６日（月）１１：００～１２：００ 

 ② 場所 

THE HILLS HOUSE TSUYAMA（ザ・ヒルズハウス 津山）（津山市大田 831） 

 ③ 内容 

     販売に先立ち、鈴鹿氏のレシピに基づき THE HILLS HOUSE TSUYAMAのシェフが制作 

した森の芸術祭特製パフェを提供します。 

パルフェ レザン（イメージ） 


